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○上野委員長 次に、山井和則君。 

○山井委員 五十一分間、質問をさせていただきます。 

 前半は児童手当、児童扶養手当、そして後半は成人年齢引下げに伴うアダルトビデオの高校生の実質解禁の問

題について質問をさせていただきたいと思います。 

 野田聖子大臣とは、私も、以前、発達障害児の支援法とか超党派で成立させるとき、本当にリーダーシップを発

揮していただきまして、恐らく子供のことに関しては、この内閣委員会、皆さん、与野党を超えて思いは一緒だと

思っております。そういう中で、私たち、今回、子ども総合基本法案というのを作らせていただいております。こ

れも、私、一年以上この法案に関与をしております。 

 それで、ストレートに言いますと、国民の皆様の御関心は、こども家庭庁あるいはこども庁、まあいいけれど

も、それで子供に対する予算は増えるんですかと。先ほど中谷議員からも話がありましたけれども、やはりどれ

だけサービスや給付が向上するのかということに一番関心があると思うんですね。 

 逆に言えば、こども家庭庁はできるけれども、児童手当も児童扶養手当も、まあ現金ですね、そういうサービス

が向上しないのであれば全く意味ないんじゃないのというのが国民の皆様の本音ではないかと思います。 

 そういう中で、児童手当の高校三年生までの延長を何としても与野党協力して成立をさせたいと願っておりま

す。 

 こちらに、私たちが提出しております子ども総合基本法案の内容を書いておりますけれども、一つ一つ今後議

論していきたいんですけれども、特にこの五番目、「児童手当・児童扶養手当の拡充」というところであります。 

 これについては、ちょっと遡りますけれども、配付資料の三ページ目を見ていただきましたら、今、児童手当と

いうのは中学三年生までなんですね。ところが、これはいつから中学三年生になったかといいますと、二〇一〇

年、長妻厚労大臣、私、政務官のときに担当しておりまして、児童手当法改正法案ということで、中学三年生まで

延ばさせていただきました。二〇一〇年です。ということは、あれから十二年がたっているんです。そろそろ与野

党協力して児童手当を高三まで延長するべきときではないかと。 

 実際、政府・与党も力を入れて、年末、子供、子育て支援の給付金、十万円を配られましたよね。でも、あれは

ワンショットであって、私たちの理解は、ワンショットじゃなくて、やはり高校三年生まで、あの給付金はもちろ

ん高校三年生までだったわけですけれども、あれをやはり恒久的にやるということを、私は、こども家庭庁、こど

も庁に対して国民は期待しているのではないかと思います。 

 つきましては、野田大臣にお伺いします。 

 児童手当を高三まで月一万円、延長すべきではないでしょうか。いかがですか。 

○野田国務大臣 ずっと児童の手当等に取り組んでいただいた山井先生のお話は、常に、大切だなと受け止めて、

取り組んでいきたいと思いますが、児童手当については、中学生までの児童を対象として、今お話がありました

ように支給をしているところです。 

 従来から、多子世帯や子供の年齢に応じた拡充、重点化が必要だという指摘があります。 

 昨年五月に成立した改正法附則においては、児童手当に関して、児童の数等に応じた効果的な支給、そしてそ

の財源の在り方、支給要件の在り方、これらについて、子ども・子育て支援に関する施策の実施状況等を踏まえ

て、少子化の進展への対処に寄与する観点から検討を加えることとされております。 

○山井委員 今、野田大臣が読み上げられましたのは、私の配付資料の一ページ、昨年、児童手当法の改正のとき

の検討規定、つまり、児童の数等に応じた児童手当の効果、ストレートに言うと、これは多子加算のことじゃない

かと思うんですね。 

 私たちは、多子加算を自民党さんはおっしゃっているわけですけれども、まずは高校三年生まで延長する、や

はりこれを是非、与野党協力してやりたいと思うんです。 

 やはり、こども庁あるいはこども家庭庁ができるのに、子育て支援で、保護者の方あるいはお子さん本人から

も一番要望が強いこの児童手当は延長しないというのは私はおかしいと思いますし、繰り返し言いますけれども、



政府・与党も、年末の子育て支援の給付金は高三まで配ったわけですから、必要性は認めておられるわけですか

ら。 

 そこで、野田大臣に改めてお聞きしたいんですけれども、残念ながら、今の附則の検討規定には、「児童の数等

に応じた児童手当」というこの「等」、「児童の数等」のところに高三までの延長が入っているかどうかなんですけ

れども、野田大臣、これは中谷議員もおっしゃっていましたけれども、子育て関連予算、子供関連予算を倍増する

と言っているわけでしょう。倍増すると言っている中で、一番要望が強い高三までの延長は検討すらしませんと

いうのでは、これは国民の理解は得られないと思うんです。 

 ついては、お答えづらいとは思いますけれども、この「等」、「児童の数等」の中には高三までの児童手当の延長

も含まれているということを御答弁ください。 

○野田国務大臣 その件については、ちょっと御通告もなかったので、今にわかにお答えすることはできないん

ですけれども、申し上げられることは、昨年の改正法の検討規定、これに沿って、子供施策全体の中で検討を行っ

ていくものと考えています。 

 児童手当というのはそもそも、少子化、諸外国で戦後子供が減って、それをどうにかしなきゃいけないという

ところから、日本は遅れましたけれども、そういう最初の趣旨があるということを踏まえて検討をしていくとい

うふうに考えています。 

○山井委員 今日は初日ですけれども、与野党、この思いは変わらないと思いますので、このこども家庭庁の法

案審議の中で高三までの延長も検討するという方向に、是非、与野党が協力していけたらと思います。 

 また引き続きこの問題は、私たちも参議院選挙でもこれは訴えていきたいですし、万が一それまでに方向性が

出なかったらね。でも、私は、繰り返し言いますけれども、こういう子供の問題は与野党が対立する問題じゃない

と思います。 

 それで、それにも関連して、もう一つ、私たちの子ども総合基本法案には、児童扶養手当一万円増額、それと、

二人親家庭の世帯にも対象を拡大して月一万円ということを入れ込んでおります。これは、今日の配付資料の中

で、先週、私たち、物価高、コロナ対策の緊急対策として、二ページの右下、低所得の子育て家庭、二人親家庭を

含めて一人五万円給付ということを経済対策として私たちは要望しました、先週。二ページの下ですね。それで、

政府・与党も思いは同じで、この五万円の給付金は実現されそうな感じであります。 

 しかし、よく御理解いただきたいのは、四ページも見ていただけますか。これは、今までから、実はこの低所得

家庭の子育て給付金というのは四回目なんですね、コロナで。一昨年の八月、十二月、去年の四月、そして今回

と。つまり、これは単発じゃもう駄目だと思うんです。 

 これはもう恒久的に、児童扶養手当の額引上げと、二人親家庭も対象にする。それこそ、繰り返し申し上げます

が、こども家庭庁を審議する、こども家庭庁を目指すのであれば、子供の貧困対策の目玉として、これは是非検討

していただきたいと思います。答弁いかがですか。 

○岸本政府参考人 お答えいたします。 

 児童扶養手当は、離婚による一人親世帯等、父又は母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活

の安定と自立の促進に寄与することを目的として支給しております。 

 児童扶養手当につきましては、これまで、多子加算額の倍増、全部支給の所得制限限度額の引上げ、支払い回数

の年三回から年六回への見直し、一人親の障害年金受給者についての併給調整の方法の見直しなど、累次の改善

等を実施してまいったところでございます。 

 更なる拡充につきましては、現行制度の趣旨、目的を十分に踏まえる必要があるとともに、安定財源の確保と

併せて、その必要性も含め慎重な検討が必要と考えているところでございます。 

○山井委員 慎重な検討。私、こども家庭庁の議論をせずに、岸田総理が子育て支援予算、子供予算倍増と言って

いないんだったら慎重でいいです。でも、これは岸田政権にとっても目玉政策だと思います。 

 是非、野田大臣、このことは引き続き、繰り返し申し上げますが、国民からすると、こども家庭庁、こども庁と

いうことより、生活が苦しい、何とかしてくれと、私も子ども貧困対策法を九年前に超党派で作りましたけれど

も、思っているんですよ。こども家庭庁、こども庁をつくるけれども子供貧困対策の予算、児童手当は増えません



と言ったら、国民は怒りますよ。そこは是非とも、野田大臣、お願いをしたいと思います。 

 それでは、もう一つ、アダルトビデオの高校生の解禁問題、質問をさせていただきたいと思います。メインは後

半に、午後にやらせていただきますが、この問題も、野田大臣とはもう一か月以上前から議論をさせていただい

ておりまして、野田大臣からも前向きな取組をいただいて、御支援いただいておることを感謝したいと思います。 

 これはもう今から一か月前、三月二十三日、アダルトビデオの出演被害の相談に乗っておられますＮＰＯ法人

ぱっぷすの方々を中心に、四月一日の高校生アダルトビデオ出演解禁を止めてくださいと。 

 つまり、詳しくは、今日は配付資料をたくさんつけましたので、四月一日から未成年取消権というのがなくな

って、それまでは十八歳、十九歳は事実上アダルトビデオに出れなかったんですね、スカウトやアダルトメーカ

ーも、結局、未成年ということで取り消されるから。ところが、この四月一日から、事実上それがなくなったから

解禁されてしまっているわけです。 

 それで、このことについても昨日確認しましたら、こども家庭庁としても、十八歳、十九歳も「こども」だか

ら、このアダルトビデオの十八歳、十九歳、高校生出演被害防止は担当であるということで、質問させていただい

ております。私は、この問題も、こども家庭庁の審議の試金石だと思っております。 

 この右に書いてありますように、十八歳の初日からアダルトビデオに出演できるということは、十六歳、児童

からリクルート、動画配信、アイドル活動をさせ、十八歳の誕生日すぐにＡＶ撮影となる、幼さや高校生を売りに

したアダルトビデオが主流になることにより、更なる被害の低年齢化を懸念と。 

 野田大臣、この一か月間、何回か野田大臣に私も直接要望させてもらいましたけれども、例えば、岸田政権が、

こども家庭庁をつくって子供を応援する、虐待、暴力、犯罪から守るといいながら、一方では、この四月一日から

現役高校生のビデオや性暴力被害が増えているといったら、言行不一致ということになりかねません。 

 残念ながら、今日の配付資料を見てください、四月一日からどういうことになっているのか。これは厚生労働

委員会でも配付をさせていただきました。六ページです。四月一日以降、アダルトビデオ販売サイト、黒塗りにし

ながら、四月一日法改正、十八歳Ｊ○三年公開しますということで、取消権がなくなったということで、残念なが

ら、現役女子高生のビデオと言われるものがどおんと売られているわけです。これは私が直接見たのではなく、

ＮＰＯ法人ぱっぷすさんがチェックをされているわけですね。 

 それで、次のページ、七ページを見てください。七ページ上です。四月になり法律が改正し、十八歳であればＪ

○三年でも成人とみなされ、アダルトビデオに出れるようになりました、新しい法律では年齢的に問題ないでし

ょう、四月を待って限定的に公開しますと。ぱっぷすさんがこれをチェックしたら、このビデオサイトも、四月に

入ってからもう四百人が買われているんじゃないかと。一本二万五千円ぐらいと言われておりますので、これは

一千万円以上の売上げだと。 

 野田大臣、こども家庭庁で、政府を挙げて、与野党協力して子供を守っていこうという一方で、現役高校生、こ

ういう低年齢化したアダルトビデオが増えつつある。これはこども家庭庁の趣旨、理念に逆行していると思われ

ませんか。いかがですか。 

○野田国務大臣 子供とは、基本的には十八歳までの者を念頭に置いているところですが、一定の年齢階層で区

切られるものではなくて、必要な支援が途切れることのないよう取り組んでいくこととしています。 

 今のいわゆるアダルトビデオ出演強要問題については、従来から、問題意識を持って、関係省庁が連携して教

育や啓発の強化等によって対応しているところです。今回も、私は男女の方の大臣もやっているので、そこから

関係省庁に声がけをして幹部会をやらせていただいたんですけれども。 

 こども家庭庁、今御審議をいただいているんですけれども、こども家庭庁においても、十八歳、十九歳を含め、

若年層の性暴力被害の防止に向けて、子供の権利を擁護する観点から、必要な連携はしっかり行ってまいります。 

○山井委員 これはどう考えても、今おっしゃったように、こども家庭庁の理念と真逆の現実が今起こりつつあ

るという認識は共有していただけたんじゃないかと思います。 

 続きは一時から行います。ありがとうございます。 

○上野委員長 午後一時から委員会を再開することとし、この際、休憩いたします。 

    午後零時二分休憩 



     ――――◇――――― 

    午後一時開議 

○上野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続行いたします。山井和則君。 

○山井委員 ありがとうございます。 

 では、一時以降、アダルトビデオの高校生出演解禁の問題について質問させていただきたいと思います。 

 先ほども言いましたように、こども家庭庁で子供を犯罪や暴力から守ろうという議論をしている中で、四月以

降、先ほどお見せしたように、現役高校生が撮影されたと見られるビデオが増えている、また、それが売れまくっ

ているということは、野田大臣、これは今、私たち立法府も政府も試されているんだと思うんですね。日本の国で

高校生のビデオを、十八歳、十九歳のビデオを売りまくってオーケーなのかどうか。 

 そういう意味では、ここで、野田大臣を先頭に政府も取り組んでいただいて、私たち立法府も取り組む必要が

あると思います。 

 それで、今日の配付資料の最後、二十ページにもありますが、これは朝日新聞の記事でありますけれども、「十

八歳、二万円で撮った性的動画 孤独な女性「大人助けてくれない」」ということで、この右の方を見てみますと、

世間が言う家出少女、個人撮影でないアダルトビデオにも勧誘された、スカウトはこう言った、二十歳になった

ら撮影しようね、最近のニュースとこの言葉がつながった、今年三月三十一日まで、未成年というだけでＡＶ出

演契約を取り消して商品の回収もできた、スカウトの言葉の裏には、二十歳までのそうしたリスクを避けたいと

いう制作側の意図も見える、女性は、民法の未成年取消権という規定に守られていたことを最近になって知った

と。 

 つまり、三月三十一日までは、十八、十九の方は、男性も含めてですけれども、撮影しても、未成年だからとい

って後で苦情を言ったら無条件で回収することになっていたので、ビデオ制作側からすると大損害になるから、

二十歳以降だけ声をかけるということになっていたわけですね。ところが、なくなったので、これから十八歳、十

九歳に声がかけられるのではないかということです。 

 ちょっとブログを見ていただきたいんですけれども、最近のブログに何と出ているか。配付資料の七ページを

見てください。配付資料七ページ、三月一日投稿のアダルトビデオ事業者のブログ。この右上の方へ行きますと、

かつて私は未成年の子を撮影し、作品が没になった、当時十九歳だった、結局、親から、撮影の後、映像を公開す

るなら弁護士を立てて裁判も辞さないと言われた、それで断念したので、今まで十八歳や十九歳のモデル採用は

控えていたのですと。 

 配付資料の左下に行きます。ですが、十八歳は成人だと法律で定義されるわけですから、四月一日からは方針

を転換せざるを得ないでしょうねと。この四月一日からは十八歳、十九歳の女性を撮って売るという趣旨でしょ

う。なぜって、年齢が低いほど需要が高まるからですと。今回の未成年者取消権がなくなることは、この右です

ね、今回の法律施行は棚からぼた餅のような恩恵を与えるでしょうね、来る四月一日に備え、あなたも是非今か

ら十八歳の女の子を確保しておいた方がいいかもしれませんということで、こども家庭庁の創設を議論するさな

か、本当に、十八、十九の女性が今、男性も含めてこういうビデオはありますから、狙われているわけです。 

 野田大臣、先ほどお渡ししましたけれども、被害者の相談に乗っておられるＮＰＯ法人ぱっぷすさんを通じて、

被害者の声が届きましたので、幾つか読み上げさせていただきたいと思います。 

 まず、配付資料の六ページ、右の真ん中のところに被害者の声があります。この配付資料の右ですね、六ペー

ジ、声三。 

 お金が欲しいと安易にプロダクションと契約してしまいました。撮影日にやっぱりやめたいと思いましたが、

大勢の年上の男の人に囲まれて、断ることも怖く、結果、複数回撮影してしまいました。実際に映像が発売されて

から、一日五回、自殺したいと考えたりしました。同級生にも知られて、本当に私かを確認するためにみんなで何

回も見たと言われたときはとてもつらかったです。今は会社員をしていますが、もしかしたら周りの誰かが知っ

ているのではないか、ばれたら会社を辞めなければならないのではないかと不安です。私のように、発売された

先の未来を考えずに、お金が欲しいと契約してしまう十代、二十代の方がほかにもいるかもしれません。私は、五



年以上たった今も当時のことを思い出してつらくなったりしますと。 

 要は、五年たってからこの方は、就職もして、やはりあの動画、公開をやめてほしいということで、今、ぱっぷ

すさんに、取消しを求めておられるわけなんですね。 

 それと、今、野田大臣にお渡ししましたが、もう少し被害者の声を読み上げます。 

 私のケースですと、当時、声をかけられたのは二十歳になる前、契約は二十歳直後でしたと。 

 やはり二十歳直後なんですよね。十八、十九までは撮影していないんです。 

 直後、メーカーや事務所は効力のあるサインを突きつけ、販売停止には応じてくれませんでした。十八歳から

契約を結べるとなると、声をかけるのは高校生の間からです。働き始めて世の中のことを知っていくと私は思い

ます。余りにも若く未熟なこの年代は、スカウトマンや事務所からすると絶好のターゲットですと。 

 ですから、野田大臣、これは十八歳以上だけが狙われるんじゃなくて、十八歳から出演してもらうということ

は、もう高校生からどんどんスカウトが始まってしまうということです。 

 あとお二人、被害者の声をお話ししたいと思います。 

 私は、声をかけられて契約した当時、大学一年生で十九歳でした。撮影当時は、恥ずかしい気持ち、尊厳が踏み

にじられるようなつらさ、体の痛み、いろんなつらさを感じました。私は今三十歳半ばですと。 

 十六年たっているわけですね。 

 三十歳半ばです。今なら彼らのうそなんてすぐ見破れると思いますし、そもそもスカウトに声をかけられた時

点で警戒します。しかし、十代の社会を経験していない若い少女に、大人を疑う気持ちや忽然と突っぱねる強さ

はなくて当たり前なんです。彼らはそれを分かっていて、集団で狙ってきます。事務所の社長、スカウト、マネジ

ャー、事務所のほかのスタッフ、そういう人たちがチームになって一人の女性にかかるんです。狙われたら逃げ

られないんですと。 

 それで、続きがあります。 

 これだけデジタルタトゥーが残っている現代で生涯隠し通せる保証はないため、私は自分の子供を持つことは

諦めています。我が子が母親のアダルトビデオ出演で辱められたと考えたら、絶対に無理です。アダルトビデオ

出演は、撮影当時だけでなく、その後の人生においてもずっと私を苦しめています。当たり前に結婚して、子供を

持ちたかった、親に孫を見せたかった、会社にもいつばれて解雇されるか、不安はずっと消えません。 

 あともう一人、最後の方のメールを御紹介します。 

 当時、親にもばれないし、飛行機事故より親ばれの確率は低いなどと大人の口車に乗せられ、すっかり信用し

てしまった私は、十九歳のときにアダルトビデオに出演をしました。若かった当時の私は、自分がどうなっても

よい、ばれたら死ねばよい、今この瞬間、私を必要としてくれる人、私に期待してくれる人たちの思いに応えた

い、そういう思いから契約書にサインをしました。大変未熟で浅はかな考えでした。自分のアダルトビデオが発

売されてしばらくして、私は、ストレスから後頭部の髪が広範囲にわたって抜け落ちました。何とか親にも打ち

明けることができ、撮影当時十九歳だった私は、未成年取消権を行使して、販売停止を請求することができまし

た。私は、このときほど、法律に守られたと感じたことはありません。未成年取消権があることに気づいたとき、

絶望の中に小さな光を見たような気持ちでした。こんな浅はかな愚かな私を救ってくれる法律があることに涙が

止まりませんでした。当時の私がもし十九歳でなく、未成年取消権が行使できずに、いまだに販売が継続されて

いたりしたら、私は既にこの世にはいなかったかもしれません。当時の私が未成年取消権の希望の光を見たよう

に、出演してしまったことを後悔し絶望の中にいる少女たちの救いとなるよう、法律、制度が必要です。未成年取

消権がぎりぎりのところで私の命をつなぎ止めてくれたことは間違いありませんと。 

 つまり、この未成年取消権というのは、単なる商品を買ったの取消しじゃなくて、人の、若い女性、男性の命を

守る権利だということなんです。ぱっぷすさんに届いている悲痛な声、無念の思い、本当に、後悔しても後悔し切

れない、こういう悲痛な声が山のように寄せられているわけですね。 

 そこで、野田大臣にお伺いしたいんですけれども、ここにありますように、四月一日までは、未成年取消権があ

って、メーカー側も十八、十九には声をかけなかったんですね。未成年取消権が、こういったように、いざ撮って

売ろうとしても回収させられるから、抑止力だったわけです。ところが、四月一日からはもう回収できないわけ



だから、残念ながら、撮って売ったらもうかるみたいな、そういう状況に、今もう四月二十二日、なっているんで

す。 

 そこで、野田大臣にお伺いしたいんですけれども、未成年取消権、なくなってしまったわけですから、それその

ものを復活させる議員立法を今私たちは作成をして準備はしておりますけれども、もしそれが無理であったとし

ても、未成年取消権と同等以上の効果を持つ立法措置というのが、やはりお子さんたちを守るために必要なんじ

ゃないかと思うんですけれども、野田大臣、いかがでしょうか。 

○野田国務大臣 るるお話をありがとうございました。 

 まず、やはり、未成年者取消権がある場合というのは、一般論で申し上げるんですけれども、無条件で契約解消

することが可能であり、そのようなリスクが事業者に対する抑止力になっていたという面もあると推察されるわ

けですね。 

 それで、これまでは強要ということを言っていた、今、被害という言葉に置き換えていただいたのは大変いい

ことで、なぜかというと、あたかも、事業者が殴ったり脅かして出演させるというイメージがすごく広がってい

たんです。そうではなく、むしろ優しい言葉をかけてもらったり、孤独な女性たちに、最初は友達で、だんだん

と、グルーミングというんですけれども、自らこの人のために何かしようみたいな、そういう環境整備なんかも

たくさん散見されるわけで、それは結果として、後に人権侵害になってくるわけですね。 

 やはり、十八、十九で、様々傷ついたときに優しくしてくれたというので、その時点では被害ではないんだけれ

ども、今お話があったように、出演してしまった後に、それがもう今はインターネット社会では転々流通するわ

けですから、デジタルタトゥーという言い方をされましたけれども、消すことがなかなか難しい社会だという中

で、後に、好きな人ができたり、そういうところで大きな人権侵害になるということを、なかなか若いうちは分か

りづらいということが極めて大切な論点だと思っています。 

 今、幸いなことに、各党がこのことについて、しっかりと十八歳、十九歳の人たちを守らなきゃならないという

ことで、立法の動きがあることは大変ありがたく思っています。立法府の自らの責任とか、やはり多くの国民の

声を聞いていただく立場として精力的に取り組んでいただくことを、是非、心から注視してまいりたいと思って

います。 

○山井委員 今、野田大臣からもお話がありましたように、実は今、この問題の解決のボールは政府というより

立法府にあるわけで、自民党、公明党さんも、私たち野党も、議員立法の作成に取り組んでおりまして、協議をし

ておりますけれども、それが超党派で合意ができたら、この内閣委員会で、衆議院か参議院か分かりませんけれ

ども、こども家庭庁の法案審議の後、今言った穴を埋める、まさに、十八、十九、現役高校生の方々も含めて、そ

の方々のアダルトビデオが今増えつつある、これを止めるボールは、超党派の、この内閣委員会にあるわけなん

です。 

 それで、今、野田大臣おっしゃってくださった、大事なことをおっしゃいました。今まではＡＶ強要問題と言わ

れていたけれども、自民党、公明党のプロジェクトチームもＡＶ出演被害に関するプロジェクトチーム、私たち

も、ぱっぷすさんも、マスコミの方も、強要という言葉は使わなくなっているんですね。なぜかというと、野田大

臣おっしゃったように、強要に見えないんですよ。脅したり、うそついたりじゃないんです。巧妙に、野田大臣お

っしゃったように、グルーミングで、温かく優しく包んでいって、結果的にはだまされたということになって、多

くの女性の方が後悔をされるということなんです。 

 そこで、この問題、もう一つ問題点がありますのは、じゃ、こういう被害に遭った人だけが問題なのかという

と、そうではなくて、配付資料を御覧いただきたいんですけれども、配付資料の十六ページ。残念ながら、今、現

役高校生出演ビデオなるものが増えつつあります。先ほども言ったように、一つのサイトだけでも千本ぐらい売

れています。つまり、もし現役高校生のビデオが、国会で私たちが議員立法を作ってブレーキを踏まなくてどん

どん増えていったら何が起こるか。十六ページ右上にありますように、過去の警察庁の調査で、強姦や強制わい

せつの容疑で逮捕された人の三三％、三人に一人は、アダルトビデオを見て自分も同じことをしてみたかったと。

恥ずかしい話ですけれども、こういうことなんです。 

 ということは、言いたくないですけれども、現役高校生のビデオが増えたら、出た人が被害者だけじゃないん



ですよ。じゃ、現役高校生に痴漢しようかな、わいせつ行為しようかなと、残念ながら、多くのお子さん、高校生

が、そういう性犯罪、性暴力になる可能性がどんどんどんどん広がっていくわけです。これを何としても私たち

は今食い止めねばと思っております。 

 それで、問題は、今与野党で協議をしているんですけれども、一つのポイントはこの期間なんですね。配付資料

を見ていただきたいんですけれども、では、やはり後悔して、気持ちが変わって取り消したいというふうにいつ

思うかなんですが、配付資料の八ページ、左上を見てください。相談に乗っておられますぱっぷすさんの資料に

よりますと、一年未満が一六％、二年までが、合計しますと三二％、そして三年から五年が一六％。三分の二ぐら

いが五年以下ですけれども、五年以上も三分の一おられるんです。 

 野田大臣、ここで分かっていただきたいんですけれども、今まで取消権があったんですけれども、この取消権

の最大の効果というのは、五年間取り消せたということなんです。 

 今日の配付資料の十ページを見てみてください。民法百二十六条、取消権の期間の制限。取消権は、追認するこ

とができるときから五年間行使しないときは時効になると。つまり、短期間じゃなくて、撮影してしまったりあ

るいは発売してしまってから五年間は取り消せたわけです、無条件に、十八歳、十九歳の方は。 

 具体的に言いますと、やはり一年、二年、落ち込んだり、あるいは自殺未遂されたり、残念ながら実際自殺され

た方もおられます、そういう中で、就職しようと思ったら、やはり就職するときに、ビデオが流通しているのは困

る、消してほしいとか、あるいは彼氏ができた、彼女ができた、あるいは結婚したい、そのときに、フィアンセ

に、ビデオに出たこと、今も売っていることを言わないと駄目なんだろうか、そういうことですね、様々なこと

で、やはり三年、五年、十年たって取り消してほしいということが多いわけなんです。 

 ついては、野田大臣にお伺いしたいんですが、私たち、議員立法でこの穴を、未成年取消権がなくなった穴を埋

めればと思っているんですけれども、今までは五年間取り消せたんです、三月三十一日までは、五年間。私たち

は、当然、今まで五年だったんだから、これからも五年ぐらい、議員立法を作るんだったら取り消せたらいいなと

思うんですけれども、野田大臣は議員立法のことには直接お答えできないと思いますので、議員立法というのは

ちょっとおいておいたとして、今後、十八歳、十九歳のＡＶ被害を守る上で、今まで五年間あった、やはり、せめ

て一定の期間、十分な期間取り消せるようなことが今後も制度として残ればいいんじゃないかと思いますが、野

田大臣、いかがでしょうか。 

○野田国務大臣 年限については、やはり、せっかく各党で立法の動きが出てきたので、しっかりと被害者がリ

カバリーできるような実効性のあるものを、様々な角度から検討して出していただきたいと思っています。 

 私は、議員立法を幾つか手がけたことがあって、最初に手がけたのが児童ポルノ、児童買春なんですよ。ですか

ら、本当に厳しかったですね、当時も。児童ポルノに関しては、残念ながら親がそういう素材を提供するケースと

かもあって、非常に子供たちの人権というのはその当時はなかなか大人の人たちに認められなかったこともあり

ますので、逆に、議員立法でしっかり取り組んでいただければ、今はもうインターネットの中ではびこってしま

っている児童ポルノ、どんどん逮捕者も増えている中で、そこの抑止にもつながってくると思うので、しっかり

と皆様方の議論を見守りたいと思っています。 

○山井委員 しっかりとした十分な期間が必要だという御答弁をいただきました。 

 これは、あえて言いますと、この法案をもし成立させるとしたら、委員長提案、この委員会になる可能性もあり

ますから、ということは、それを成立して、抑止できたら、内閣委員会、国会、立法府、頑張ったなとなりますし、

万が一ざる法だったら、私も含めてですけれども、何やっているんだということに本当になるから、これは変な

話、野田大臣の問題というより、私たちが超党派で、今まであった五年の時効をどうするのかという議論にもな

ると思うんです。 

 なぜこんなことを言うかといいますと、今までは時効五年だったけれども、じゃ、半年にしましょうとなった

ときに何が起こるかといいますと、例えば、メーカー側は、半年までは取り消せる、でも半年以降は取り消せない

ということになると、半年間売らないという作戦に出てくる可能性はあるわけですよ、それは。半年間売らなか

ったら、親ばれもしないし、被害も出ない。じっとしている。そうしたら、被害者も被害を感じないから取り消さ

ないですよね。それで、取消権がなくなって、例えば半年から一日たったらばっと売る。そうしたら、被害者の方



は、これはもうたまらない、やめてください、友達にも親にもばれました、仕事も首になりかねません、学校も行

けなくなりますといったときに、何言っているんですか、時効は半年ですよ、一週間前に切れていますとなった

ら、もう泣いても怒っても、永遠にそのビデオを止められなくなっちゃうんです。 

 だから、この五年間の時効、五年でも、残念ながら、私の聞いた話でも、五年過ぎてから来られて、消せなくて

困っている人の話も聞きました。そういう意味では、この時効の五年というのが重要だということを強く言いた

いと思います。 

 それと、もう一つ、原状回復義務というのがあります。配付資料十ページ。 

 今までの未成年取消権には原状回復の義務という言葉がありまして、百二十一条の二、無効な行為に基づく債

務の履行として給付を受けた者は、相手方を原状に復させる義務を負う。つまり、ビデオを撮影して、例えば、半

年後にやはり取り消してくださいといったときには、今後出なくていいですよだけじゃなくて、今まで撮影した

ビデオも回収、家まで行って回収はできませんけれども、アダルトビデオショップにある、インターネットで売

っているものは回収する、こういう原状回復義務があったわけです、取消権に。これがあるから、アダルトビデオ

メーカーは大損害になるから、十八歳、十九歳には声をかけなかったんですね。 

 これも、一般論として野田大臣にお伺いします。 

 今後、こういうお子さんたち、あるいは十八歳、十九歳の人たちを守っていく上では、やはり、今まで取消権に

あったような原状回復、あるいは差止め請求権ですね、今出ているビデオは回収しなさい、今後だけじゃなくて

今までのやつも。繰り返して言います、もうダウンロードしたやつとか家に持って帰っているやつまで回収は無

理です。これは今までから無理なんですけれども、そうじゃなくて、店舗とか倉庫にあるやつは回収させる、そう

いう原状回復義務というのは、今後もやはり若い人やお子さんを守るためには必要じゃないかと思いますが、大

臣、いかがですか。 

○野田国務大臣 まさに皆様方が取り組んでいる立法の内容であるので、私の方からはコメントは差し控えるん

ですけれども、是非やはり取り組んでいただきたいのは、アダルトビデオの出演に関する被害の問題というのは、

今も委員おっしゃっているように、被害者の心身や私生活に長期間にわたって悪影響を与える重大な人権侵害で

あって、深く憂慮すべきだと。その被害を減じていくために何をなすべきかということで、立法府の皆様方の取

組をしっかり見守りながら、私の思いはそれで御理解いただければと思います。 

○山井委員 ありがとうございます。 

 それで、私、今までちょっと、内閣府さんの国会答弁で気になっている言葉がありまして、意に沿わないＡＶ出

演は許せません、こうおっしゃるんですね、意に沿わない。 

 でも、私、あえて、これは質問通告もしましたが、野田大臣にお伺いしたいんです。十八歳の現役高校生、未成

年取消権がありました。意に沿わないじゃなく自由意思だったら、野田大臣、十八歳現役高校生などのアダルト

ビデオ出演が、これからこども家庭庁の議論をする中でどんどん増えていくということは構わないと思われます

か。いかがですか。 

○野田国務大臣 様々な御意見があると思いますが、今申し上げたように、アダルトビデオの出演に対して被害

が後にあった場合でも、被害者の心身や私生活に長期間にわたって悪影響を与える重大な人権侵害であり、深く

憂慮すべき問題ということです。 

 アダルトビデオの出演被害については、モデルやアイドル等への憧れや好奇心を利用する、顔は映さない、絶

対にばれない等と説明することにより意思を誘導され、契約に至るといった事例もあります。 

 十分な情報や考える機会を与えられないことで、このような手口により十八歳の現役高校三年生のＡＶ出演が

増えるということは極めて問題であり、私としては、断じてあってはならないと考えています。 

○山井委員 ちょっとここをあえて確認させていただきたいんですけれども、だまされたり強要されたのではな

く、その時点では自由意思で、残念ながら、今日配付した二十ページにもあります、お金がないと生きていけない

ということで、二万円で性的動画を撮ってしまった十八歳の女性が、この二十ページ、新聞に出ております。 

 歓楽街のコンビニの前で、十八歳だった女性は声をかけられた、振り向くと中年の男、差し出されたスマホの

画面をのぞくと、性的行為の動画を投稿するサイトだった、動画と写真の撮影で二万円を渡された、男は事前に



準備した書面に署名するように言った、それで、もらった二万円は、ネットカフェに二週間ぐらい泊まれる金額

だったと。 

 でも、この方も今では当然、大変な後悔をされているわけなんです。 

 ですから、不本意とか強要とか、意に反しなくても、その時点では自由意思であっても、十八歳の現役高校生あ

るいは十八歳の方がアダルトビデオに出演する、このことについてはいかが思われますか。 

○野田国務大臣 その時点と。これは、先ほど申し上げたように、このインターネット社会で転々流通してずっ

と残っていくものなんですね。そして、子供から大人というのは、自覚、自分の自己主張とか自己肯定とかいろい

ろあるんでしょうけれども、そのときに、はたと、これは非常に厳しい状況だということは、やはりその時点で分

からない若い人、子供たちが多いと思うんですね。 

 そういう意味では、やはり、私たち、それをずっと取り組んでいる大人と言われる側が、そういうことが起きる

ということで、高校生でアダルトビデオには出てはいけないよ、後に何があなたを苦しめるか分からないという

ことはしっかり伝えるべきで、私としては、やはり、高校生でアダルトビデオに出ることは、結果として、予見で

きない被害が来るおそれがあるということなので、高校生ではやるべきではない、そういうふうに理解していま

す。 

○山井委員 これは本当に重要な答弁だと思います。今までの政府の答弁は、意に反するアダルトビデオ出演は

駄目だと。裏返せば、自由意思だったら出てもいいということでしたけれども、今の野田聖子大臣の答弁で、少な

くとも高校三年生とか十八歳はやはり出るのはよくないんじゃないかと。でも、野田大臣、そこなんですよ。 

 野田大臣、私も全く同感です。高校生が出るのはやはりおかしいよね、どう考えたってと。でも、四月一日から

は、法律的には、どうぞ御自由にと、高校生を守っていた取消権はもうなくなったんですよ。それで、はっきり言

いまして、十八、十九の方が売れるから、今、巧みに勧誘に、もう始まってしまっているんですよね。だから、野

田大臣が、やはり高校三年生がビデオに出るのはよくないとおっしゃるのであれば、ボールは立法府にあって、

国会の内閣委員会の私たちが、それは願望じゃなくて、やはり十八歳は、事実上、今までどおり出られない立法を

する必要があるんじゃないかと思うんです。 

 それで、野田大臣、もう一つ質問させていただきます。 

 それともう一つ今問題になっているのは、三年、五年は納得していた、でも、しばらくしてから、契約に問題は

なかった、当時は自由意思で出た、でも、やはり将来になって、あれは消してほしいと思い出した、契約に問題は

なかった。例えば、繰り返しになりますけれども、就職することになった、彼氏あるいは彼女ができた、フィアン

セができた、あるいは子供を持つことになったときに、やはりそういう状態で自分の性的画像が永遠に出回って

いるのはつらい、だから、契約に問題はなかったけれども、将来的に、例えば五年後以降、五年間は売ってもいい

けれども、五年でもう売ったら駄目とか、そういうふうな権利というものを持たせる立法措置が必要なのではな

いかと思うんです。 

 具体的に言いますと、野田大臣、既に今、一部のメーカーでは、取り消してくださいという要望が来たときに

は、分かりました、五年間は売り続けさせてもらいますと。長いですよ、長いけれども、五年間は売り続けさせて

もらいますけれども、五年後以降は、取消しの要望があったら売りませんと言っているメーカーは幾つかあるん

です、自主的に。 

 でも、こういうことをやはり国としても立法でやるべきじゃないか。これは、ヨーロッパなどでも、ライト・ト

ゥー・イレースといって、インターネットにおいて、忘れられる権利、忘れる権利、そういう権利と言われている

んです。 

 野田大臣おっしゃったように、後になってやはり消したいと。でも、取消権の五年の時効も終わっている。終わ

ったら、じゃ、泣いても叫んでも、永遠に自分の性的画像が広がるのは防げないものなのか。 

 先日、私たちの部会に元ＡＶ女優の小室友里さんという方が来られて、こうおっしゃっていました。自分たち

元ＡＶ女優の今の悩みは、結婚して子供ができている、そうしたら、ＰＴＡのときに、あそこのお母さん、元ＡＶ

女優で今も売っているよと言われたときに、子供が苦しむんじゃないか、今になって後悔していると。 

 こういうことを考えると、野田大臣、時効がもし終わった後でも、何年間かは売るのは仕方ないけれども、何年



間か売ったら、もうそれは売れないようにする、こういう立法措置が必要とは思われませんか。いかがですか。 

○野田国務大臣 各党がそれぞれ立法について取り組んでいらっしゃるので、内容に関しては最善を尽くしてい

ただくことを期待申し上げますけれども、私も、児ポ法、児童ポルノに取り組んでいるときに、本物かどうかは別

として、小学生とか、幼稚園児とか、中学生とか、そういう本当に信じられないようなアダルトビデオが販売され

ているわけですね。 

 それが、なかなか児ポ法が利かないのは、すごく限定されていて、実在する中学生じゃなきゃ駄目とか、そうい

う縛りがかかっているものですから、そういう若い人たちを対象にするようなありよう、アダルトビデオのあり

ようというのが改善されていないなと。ですから、是非、こういうことを契機にして、全体的に、果たして子供を

対象にするアダルトビデオを、どうあるべきかということも私は是非問いかけたいし、すばらしい立法府の活動

を期待しているところであります。 

○山井委員 こういうことも私たち立法府が考えねばならないと思いますし、将来的には、こういう場で言いに

くいんですけれども、今、実は、本物の性行為が行われてアダルトビデオの撮影が行われているようなこともあ

るんですけれども、やはりこういうのは女性の尊厳を著しく汚すので、今のＡＶ女優の方々も、ストレートに言

うと本番禁止。本番行為というのは、やはり一歩間違うと、売春したら捕まるのに、カメラが回っている前で売春

したら捕まらないのはおかしいんじゃないかという議論すらあるわけなので、こういうことも私たちは考えねば

ならないというふうに思っております。 

 そこで、野田大臣の決意をお伺いしたいんですけれども、こども家庭庁の議論をして、これから子供を大切に

する、暴力、性犯罪に遭わない社会をつくっていくというこども家庭庁の議論の中で、やはりこれから、高校三年

生を含む十八歳、十九歳のアダルトビデオの出演被害を減らす、根絶する、間違っても増えるようなことにはし

ないという決意を野田大臣からお聞きしたいと思います。 

○野田国務大臣 与野党の立法府の皆様方が熱心にこの問題について取り組んでいただいていることに心から敬

意を表しますし、やはりどうしても、これまで、私もささやかな取組の中で、アダルトビデオとかそういうものに

ついて、なかなか真ん中でどんと議論がなされてこなかった問題点もあったかと思います。これは人権侵害にな

るわけですね。 

 意に反してというのは、別に子供じゃなくても、大人でも意に反して後に後悔することってたくさんございま

して、なお一層、やはりそこは大人がしっかりと見守っていかなきゃいけないということで、こども家庭庁の意

義というのが改めて深まっているので、まだこども家庭庁はできていませんので、しっかりと皆様方にはそうい

うことを念頭に置いていただいて、議員提案に向けて取り組んでいただきたいということをお願いしたいと思い

ます。 

○山井委員 今も野田大臣のお話にありましたように、議員提案に向かって取り組んでいただきたいと。この未

成年取消権がなくなって、現役高校生のビデオがどんどんどんどん今世の中に氾濫しようとしているのを止める

力は、内閣委員会、そして立法府にあるわけですね。 

 ところが、あえて申し上げますと、万が一、私たちが作った法律がざる法で、超党派で、内閣委員会で例えばア

ダルトビデオ根絶の法案を出したとしても、それが万が一ざる法であって、未成年の方の、今までの十八歳、十九

歳の方の被害が増えると大変なことになりかねません。そこで、アダルトビデオ出演被害根絶元年ということに

するために、私たち立法府も頑張らねばと思います。 

 私、一番懸念しますのは、やはり先ほどの時効の問題なんですね。今まで五年間取り消せた。ところが、この期

間が減れば減るほど取り消せなくなって、今も言ったように、幾ら取り消したいと思っても取り消せなくなって

しまうわけです。ここが一番、今後、超党派で議論する上で大切なことになってくると思いますので、このことに

ついて是非とも、超党派でいい議員立法ができて、やはり国会の力でアダルトビデオ出演被害根絶が、内閣委員

会や立法府の力でできたらいいというふうに強くお願い申し上げまして、質問を終わります。 

 ありがとうございます。 


